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234 逐次情報の価値

A. C. Miller. ト 1 1.

235 危険回避の概念と効用関数の分離可能性

S. F. Richard. 12-21. 

236 問題の制約条件の認識

R. N. Taylor. 22-29. 

問題の認知や定式化における決定者の知覚あるプロセ

スの役割が研究されている.

237 待ち行列のシミュレーションでの有効な推定量

A. M. Law. 30-41. 

238 有効な一次元探索法

R. L. Fox, L. S. Lasdon，他. 42-50. 

非線形計画の 2 次曲線・ 3 次曲線のあてはめにもとづ

く有効な一次元探索による解法.

239 制約のある立地問題の種々のモデルと解

A. R. Hurter, JR. , M. K. Schaefer，他.

51-56. 

240 流通施設の再配置を含む配置・供給配分問題のダ

イナミヴクモデルのDPによる解法

G. O. Wesolowsky & W. G. Truscott.57-65. 

建設用地がM個あり，各地から (N個の)需要地への測

り当て費用は各期で変わる.また，用地 J から施設を撤

去するコスト，建設するコストも各期で変化する.この

とき，全期間でコストが最小になるように，各期で Gj同

の施設をどの用地に建設したらよいかを選ぶダイナミッ

ク・モデル.

241 大学の教授の研究成果の評価法

L. R. Jauch & W. F. Glueck. 66-75. 

ミズリ一大学の23学科86人のサイエンスの教授を標本

として，研究成果を評価するための相異なる尺度(論文や

のモデル化と最適制御

M. Simaan & J. B. Cruz, JR. 96-105. 

245 GI/M/1(N)系で出力が再生過程になるのは

G. M. Laslett. 106-110. 

M/M/l/0 と安定なM/M/l/∞だけであることの証明.

(相良信子)

Management Science 22. 3, 1975 

246 生産計画の離散的最適制御

P. R. Kleindorfer，他. 261-273. 

スケジューリング・平滑など生産計画に関する問題を

制御理論の特殊な場合としてあっかう.計算例あり.

247 大規模・多地域システムの容量計画:近似的方法

と不完全 DP 法

D. Erlenkotter. 274-285. 

多くの地域のある動的容量計画問題に対して 2 とおり

の接近がなされている.応用としてインドの肥料工業に

対する大規模容量拡大計画が示され，ほかの方法との比

較もなされている.

248 経営情報システムの設計:情報分析的接近

W. B. King & D. 1. Cleland. 286-297. 

249 多期間の経済的生産量モデルに対する製造サイク

ル時間の決定

A. Z. Szendovits. 298-308. 

多期間製造システムにおけるロットサイズの出数とし

て製造サイクノレ時聞をあっかうモデル.

250 販売領域の設計:統合的接近

R. J. Shanker, R. E. Turner，他. 309-320. 

この手法の結呆はマーケット行列とよばれ，どのセー

ルスマンがどの客を受けもつかを決め，総売り上げを最

大にするよう訪問頻度を定める.

251 制約のない最適化の手法を効果的に比較する基準

R. F. Shanno & K. H. Phua. 321-330. 

本の個数と学会の研究発表の回数のような量的尺度，研 252 2 生産地・凹な費用関数をもっ容量展開

究助成金の額のような質的尺度，招待論文，学会でしめ C. O. Fong & M. R. Rao. 331-339. 

る役職， レフリーを引き受けている学術雑誌の個数のよ {能率的でない谷量展開と輸送計画問題が 2 カ所で生産

うな著名度など)の相対的有効性について議論した結果， される l つの製品に対して考察される.

著名な学術雑誌に発表された倒数の単なる勘定によって 253 意思決定分析における確率的符号化

はかることが最良であることがわかった C. S. Spetzler，他. 340-358. 

242 制約条件も目的関数も 2 次式の非凸 2 次計画法に 254 生産計画に対する情報決定システム

ついて大域的最小値を出す分岐限定法 H. Moskowitz & J. G. Miller. 359-370. 

G. R. Reeves. 76-86. 255 単一コンペヤ・システムのマルコフ解析

243 トラフィック・アサインメント問題を解くための

400 

G. Gregory & C. D. Litton. 371-375. 
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256 2 組の社会指標の比較評価

E. E. 乱1alizia. 376-383. 

257 指標開発のもう 1 つの方法

島1. J. Flax. 384-385. 

(小田中敏男)

INFOR 14. 1, 1976 

258 情報システムプロジェクト選定のための多重評価

法によるー接近

C. Lucas, JR. & J. R. Moore, JR. 1-12. 

情報システムプロジェクト選定のための l つの決定手

続きについて この手続きにはプロジェクトの評価基準

を設定する運常委員会も含めて考える.各コンピュータ

・アプリケーションに対する代替案をある評価モデルに

よって評価するものであり，主観的，客観的のいずれの

基準でも評価できるというものである.

259 軍の航空機輸送における仕事の割り当てとスケジ

コール展開との最適結合

R. D. Armstrong, W. D. Cook. 13-31. 

260 供給先からの受取り数量が不確実な場合の経済的

発注量の算定

E. A. Silver. 32-39. 

261 計算科学のための大学教育カリキュラム

S. V. Pollack. 40-52. 

このカリキュラムは1967年にワシントン大学で実施，

改良を重ね73年シモン・フラーセノレ大学で完成.計算機

科学への入門者や再入門者に対し，応用分野への道や研

究のための適切な準備を与えるものである.

262 周期的に回転する看護婦のスケジュールをつくる

対話的方法

L. D. Smith. 53-85. 

263 複合決定，政策，計画問題はいかに取り扱うか

K. J. Radford. 86-94. 

複合決定，政策，計画の問題は，現存する解析手段で

は接近できない.解決には青学や政治の原理から起こっ

た方法にたより， 最適化技術や解析的方法にはよらな

い.最近の解析技法と問題との関連を指摘している.

(森病発・坂内広蔵)

(ルtworks 5. 4, 1975 

264 高次非線型ネ '1 トワークにおける最適な目標制御

と追跡

R. D. Barnard. 307-329. 

高次の非線形な微分方程式や差分方程式で特徴づけら

れるネットワークに対する一つの制御方式を論じてい

る.モデノレは電力綱を対象としている.

1976 年 7 月号

265 輸出入に関する最小コス卜多種流ネ '1 トワーク・

フロー問題

B. L. Golden. 331-356. 

費用関数が 2 次式で与えられる場合の最小コストフロ

ー問題を論じ，モデノレとして米国と他国間との輸出入ル

ートを考えて最適な同時フローチェインを求めている.

コンヒ.ュータ・アノレコリズムの検討もある.

266 最小カヴトとその関連問題

J. C. Picard & H. D. Ratliff. 357-370. 

輸送問題で重要な役割を演ずる最小カットの性質を整

数計画法を用いて調べている.

267 最小完会マ・7チングと負サイクル

R. L. Tobin. 37ト387.

ネットワークの校に負を含む重みづけがあるとき，負

のサイクルを見いだす問題，および最小完全マッチング

を求める問題を考察.ネットワークの最小重みづけパス

を見いだす問題に適用できる.

(松井甲子雄)

アプストラクター募集/

来年度(昭和52年度)の文献紹介欄のアプストラク

ターをつぎの要領で募集します.読者各位の積極的

なご参助を希望いたします.

ご協力をくださる方はハガキに，住所，所属，氏

名，抄録をしてくださる雑誌名をご記入のうえ(⑤

239)横須賀市走水1-10-20 防衛大学校応用物理学

教宅岸尚 (T E L0468-4ト3810 内線554)宛にお

送りくださいますようお願L 、 L 、たします，またこの

欄についてのご意見も上記宛にお寄せください.

なお 1 月号から 6 月号までのアプストラクターは

下記の各氏です.ご協力を心から感謝いたします.

また抄録の担当者で，まだお寄せいただいてない方

もできるかぎりお送りください.

小田中敏男(都立工短大) 相良信子(青山学院)

真鍋龍太郎・竹田英二・神田嘉人(神戸商大) 児

玉正憲・田畑吉雄(大阪大) 坂本実(専修大)

大隅 弁・逆瀬川浩孝(統数研) 藤木正也. JII M� 

孝之助・村尾洋・能傑哲・上回徹・徳島

尚・竹田 優・竹中市郎・町原文明(電々公社・

通研) 福島康人(防衛Ii') 鍋烏一郎(電通大)

土井誠(日本工業大) 森清発・坂内広蔵(電力

中研) 森雅夫(茨城大)三重野博司(理科大)

岡本雅典(広島大)池浦孝雄(南国産業)河原畑良

弘(奥村組)阿部俊一(国鉄技研)木俣昇(金沢

大) 順不同・敬称略ー
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